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きた（Driver, Davis, Ricciardelli, Kidd, Maxwell, & Baron-Cohen, 1999）。ほぼ同
じ時期に、他の研究者も同様の現象を報告している（Friesen & Kingstone, 


















〔 81 〕 
致したターゲット検出の促進効果が生ずることがこれまでの研究から示され











的な構造となっていることが明らかになった。Kobayashi and Kashima（1997; 
2001）は、さまざまな霊長類 88 種 874 個体について、顕著な感情表出のない
正面顔の写真を撮影した。そして、眼の外部形状についてさまざまな計測を
行い、眼裂横長度と強膜露出度を算出した。眼裂横長度は、ある個体の片目




























（Tipples, 2005）やモデル人物の同一性（Frischen & Tipper, 2004）も影響を与

















〔 83 〕 
本論文では、感情がその視線に伴う注意に与える効果について検討する。
感情が種々の情報処理に影響することは古くから知られている。Freud や




ていた。しかし、20 世紀中盤になり、Arnold や Tomkins らは、このような一
見ネガティブに見える感情の効果も、生物の適応に有効であると主張し、そ
の主張をうけ感情が生物の行動や生活における中心的なものであるという考










































（Eysenck et al., 1987）。また、注意の統制について、妨害語の中からターゲッ
ト語を検出する課題を用い検討がなされた（e.g., Mathews, May, Mogg, & 













Eysenck（1992）によって示された (1) 注意の対象、(2) 注意による統制、
(3) 注意の範囲という不安がもたらす３つの注意に対する影響は、不安に適
応的な意義があるというアイデアと一致する。まず、不安によって、脅威対
象に注意が向きやすくなることは（e.g., Eysenck et al. 1987）、脅威対象に関す
る情報の迅速な入手につながる。従って、生存に有利である。一方、不安な





















〔 86 〕 
が、過剰な心配の対象となる。全般性不安の測定は、質問紙によって測定が
なされてきた。これらの質問紙の多くは日本語化がなされており、Spielberger, 

















する脅威表情の視線に敏感になると Matthews たちは考えた（Matthews et al., 
2003）。 
このような全般性不安が高い被験者で視線に伴う注意の効果が増大する現





























不安と呼ぶ（Spielberger et al., 1970）。 









態不安を STAI によって測定した。そして状態不安の高低によって、Matthews 

























顔刺激を作成できることを示した。図 1 にその例を載せた。図 1a にオリジナ





































〔 90 〕 
のときと一致するときの反応時間の差分と定義する。このとき単眼移動顔で
の視線に伴う注意の効果は、13 ms (SE = 2.29) であり、オリジナル顔では 6 ms 


























てきた（e.g., Frischen & Tipper, 2004; Hietanen & Leppanen, 2003; Quadflieg et al., 
2004; Tipples, 2005）。しかしながら、Putman et al.（2006）が指摘したように、
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